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◆５月巻頭言 

この時期、朝夕の電車に乗ると一目でそれと分かる新社会人の若者が見受けられる。その

溌剌としたフレッシュさが気持ちいい。 

今年、新しく社会人としてスタートした若者は全国で約７５万人と言われている。みんなが自

分の夢や希望がかなえられるよう初心を忘れずに頑張ってほしい。そしていつか大輪の花

を咲かせてほしいものである。 

春はどこの世界でも新年度、スタートの時期である。前年よりも少しでも良い成績を、良い

結果をと・・・目標を掲げ、従業員にはそれを実現するために積極的な行動と努力を求めて

いる。 

「瀬上さとやまもりの会」も新組織になって３年目を迎えた。最初は各部会ごとバラバラな

面が多かったがここに来てどうやら会としてのまとまりも出来つつあります。先の総会で今

年度の事業計画も決まり後は我々会員ひとり一人の行動によるところとなった。 

昨年より一歩でも、ちょっとでも前進するような活動を楽しく安全に進めたいものである。 

                            (佐谷光雄) 

 

 次回の予定   ● ２７年５月活動予定 

 

① 5 月 10 日（日）9 時半～14 時半     ・集合場所 池の下広場 

◇作業目的：水源のかん養と保健休養機能の向上を目指して。 

 ・作業地：中尾根作業エリア E5-2と E6-2地区 

・作業内容：枯木・欠頂木・弱小木・アオキ・シロダモの除伐・間伐作業。 

      １０本（杉）/１ａ当、以下の立木密度に調整する。 

                   E6-2はブッシュの刈り払いを行う。 

・持ち物  常備具（カマ・手ノコ・ナタ）、お弁当、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱、チェンソー、ロープ 

 

② 5 月 17 日（日）9 時半～13時半 ・集合場所 公田竹林西駐車場 

◇身近な環境活動（公田竹林の保全作業） 

・作業内容：親筍を残し、不要筍の整理（蹴っ飛ばし）を行う。 

・持ち物：竹挽きノコ、ナタ、お弁当、飲料水、その他必需品 

     ※ビニール袋（買い物袋）を必ず持参する事。 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱 

 

③ 5 月 24 日（日）9 時半～14 時半     ・集合場所 池の下広場 

◇作業目的：水源のかん養と保健休養機能の向上を目指して。 
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 ・作業地：中尾根作業エリア E5-1（多様性保全型針広林と E5-2（管理型スギ林）地区 

・作業内容：枯木・欠頂木・弱小木・アオキ・シロダモの除伐・間伐作業。 

      １０本（杉）/１ａ当、以下の立木密度に調整する。 

                   E5-1は６本/１a、 E5-2は１０本/１aくらいに間伐を行う。 

・持ち物  常備具（カマ・手ノコ・ナタ）、お弁当、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱、チェンソー、ロープ 

 

 (2７年６月号の原稿に関し、上記活動報告は柳下淳一氏『5/21本部会議出席予定者』、巻頭

言は高嶋光夫氏、リレートークは石渡孝二氏です。原稿の締め切りは２７年５月２５日(月)、枝村

孝夫氏迄宜しくお願いします。) 

欠席される方は、メール(TOKAMI6666@aol.com)又は電話（894-2800）で山上部会長迄。 

 

  

【瀬上さとやまもりの会 活動日誌】         

（１） 平成 2７年４月１２日(日) 晴れ  Ｅ５－１中尾根間伐と林床整理 

参加者： 浅見、伊藤、押木知子、枝村、小宅、高妻、佐谷、上手、高嶋、野沢、星野、前村、三島、   

渡邉富男、渡部 計１５名 

○E５ー１杉林の枯木.欠損木.弱木の除伐作業、杉は材として２ｍ２０でカット。 

○新参加者星野氏紹介後集合写真及び軽くラジオ体操ご作業内容の確認 

○二人一組で作業開始途中休憩少しはさみ約 12 時作業終。 

○女性陣は持参した熊手を使い前回林床整理した場所を落ち葉掻きした。８ｍ四方に囲い日

差しが入る事でどの様に変化するか、何が出てくるかを見守り調査を行う。 

○材として利用するべく皮むきもした。 

○池の下広場にて昼食、午後より瀬上さとやまもりの会会員総会(於セキレイ団地集会所)が

あるので三々五々解散とした。 

○新会員 星野 純明 （よしあき） 磯子区森 別添 会員名簿参照 

 

   

チェンソーも使って       落ち葉掻き後 調査域を指定  皮剥きをして、材として利用 

 

（２）平成 27年 4 月 26日(日)晴れ  中尾根（Ｅ５，およびＥ６地域） 

参加者： 渡邉富男、渡部、佐谷、浅見、上手、枝村、高嶋、竹内、伊藤、小宅、星野、柳下、三島 

計 13名 

○集合写真及びラジオ体操 
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○3人づつ班分けして、活動内容の説明(管理型杉林を目指す) 

○E5ー2の間伐と林床整理（弱小木、枯木、欠損木の間伐、アオキ、シロダモの除伐） 

○E6-2ブシュの整理、藪状態を梳くようにした。 

中尾根作業エリアに移動して作業開始途中休憩し昼食次回の説明のあと午後の作業 。（9：30

～14：30)打ち合わせ以下  

○実際に下草刈等を行う広さを林野庁へ報告を出す。 

○今後の日程調整をした。(救急救命講習や光が丘剪定） 

    

チェンソーを使い効率よく     散策路境界に杭打ち        杉の皮むきもした 

   

 

◆ リレートーク    人生最後の車                                  

                          浅見  聰 

今般、我が人生最後の車を購入しました。 

これ迄乗っていた車が１１年経過、走行距離も１３万 km で、車検も近付きました。 

そこで、ふと思いついたら、あと１０年後には私はもうこの世におさらばしているかも知れな

い（今年喜寿となりますから）。うかうかしていれば、最新の車の良さを味わう時期を 

逸してしまう。思い切って、買換えをすることにしました。 

前にこの欄で書きましたが、私はずっと“スバル車”で過してきまして、最後の車も 

“SUBARU XV”というやつ、トータル８台目となりました。世に言う”スバリスト”を通したことに

なります。年齢を考え、”衝突回避装置”（同社のは、国産車では現在のところ最高ランクの評

価です）付です。 

新車を見て驚いたのは、今迄のアナログ的なメカに比べ、まあなんと IT技術の塊なんだと 

いうこと。 ディーラーで、まず、免許書換時にある”ビデオ研修”よろしく、２０分程の”衝突

回避装置”中心の VIDEO 解説を見させられ、その後、基本的な操作を教わって持ち帰りまし

た。 

取扱説明書を見てあきれたのは、各種機能の多さ。説明書の厚さは 2cm 超、400 頁もあり、

全部覚えるのは至難の業。その他に“衝突回避システム”の取説（100 頁）、ナビの取説と、大

変です。 

読書とか頭を使う作業とかが最近めっきり減っている折、良い頭の運動だと思って操作習

得を目指す覚悟です。 

さすがに１０年ひと昔、前の車と違い、走り感・燃費等格段に進歩しており、気分爽快です。せ

いぜいドライブを楽しみ、心置きなく、あの世まで行きたいと思います。 
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★『瀬上さとやまもりの会 樹林地部会』の名札について広報・枝村さんから素晴らしい原案

提示がありましたのでお知らせします。大きさは縦 70mm 横 97mm。 文字の大きさは表…

20、16、36 裏…16  （ＡＰ 丸ゴシック） 

 

 

 

＊この原案をたたき台として、記入内容など皆様からのご意見をお願いします。 

 

 

 

◆ 編集後記 

この 4 月から町会の役員が回ってきた。前回は 13

年前、まだ子供達も学生だった。そして翌年のグリ

ーンキーパー事業に参加した。ボランティアの重要

性に目覚めたのは良いが、手を広げ過ぎたのか、

今回はやたらと会議などの日程がダブル。体力が

下り坂なのに、やる事が増えている。『役員が嫌だ

から、町会を抜ける』3 月になるとそんな声も聞か

れる。何とか仕事を減らさないと超高齢化社会を

乗り切れない。『さとやまもり』もそうだが、皆で支

え合って出来る事を分散させる事も大事かと思う。多忙な？妻を陰で支えて呉れる主人に

感謝であるが。。。ともあれ息抜きのデジカメ撮影会、大船フラワーセンターだった。日差し

もたっぷりで、チューリップは満開、桜も石楠花もサツキも、思いっきり春を楽しんできた。皆

様へもお裾分けの春をどうぞ。(伊藤) 


